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　　令和８年４月１日、新たな文化財が
町指定となりました。小山地区の春日
神社に奉納された絵馬42枚です。
　　江戸時代に地区の有志から春日神
社に奉納されたものと考えられ、赤穂
浪士四十七士の姿が描かれています。
もとは47枚が揃っていたものと考えら
れますが、現在は5枚が失われており、
42枚が現存しています。小山地区にお
立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。

春日神社の四十七士絵馬
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